
ア
イ
パ
ッ
ド
な
ど
を
つ
か
っ
て
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
（
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
）
と
い
う
動
画
サ
イ
ト
で
面
白

動
画
に
夢
中
で
あ
る
▼
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
は
動
画
を
登
録
し
て
、
視

聴
回
数
が
増
え
る
と
Ｃ
Ｍ
が
付

き
、
収
入
を
得
ら
れ
る
。
そ
れ
を

主
な
職
業
と
し
て
い
る
人
を
「
ユ

ー
チ
ュ
ー
バ
ー
」
と
言
う
。
な
ん

と
、
小
学
生
の
将
来
な
り
た
い
職

業
の
第
７
位
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー

で
あ
る
▼
話
を
戻
し
て
、
今
の
子

は
外
で
遊
ぶ
こ
と
、
友
達
と
遊
ぶ

こ
と
が
減
っ
て
き
て
い
る
。
子
供

が
減
っ
て
い
る
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ

教
室
に
通
う
子
も
以
前
に
比
べ
て

減
っ
て
い
る
し
、
そ
う
い
っ
た
機

会
が
得
ら
れ
な
い
家
庭
環
境
も
存

在
す
る
▼
外
で
遊
ぶ
こ
と
や
ス
ポ

ー
ツ
教
室
な
ど
は
、
大
人
か
ら
子

供
ま
で
多
く
の
人
と
接
す
る
機
会

が
増
え
、
子
供
の
「
社
会
参
加
の

場
」
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
育
成
会
な
ど
の
活
動
も

参
加
も
減
少
し
て
お
り
、
日
に
日

に
「
子
ど
も
の
社
会
参
加
の
場
」

が
失
わ
れ
て
き
て
い
る
と
感
じ
る

▼
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）

予
防
対
策
と
し
て
「
社
会
参
加
」

が
あ
る
。
人
と
接
す
る
こ
と
、
人

の
役
に
立
つ
こ
と
で
、
フ
レ
イ
ル

を
遅
ら
せ
る
。
今
の
子
供
た
ち
に

は
社
会
参
加
の
意
義
が
見
え
づ
ら

く
な
っ
て
お
り
、
彼
ら
が
大
人
に

な
っ
た
と
き
、
ど
う
な
っ
て
し
ま

う
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
▼
大
人

の
責
任
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に

社
会
参
加
の
場
を
提
供
し
て
あ
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
国

の
教
育
制
度
や
社
会
保
障
の
問

題
、
治
安
の
問
題
、
自
ら
の
教
育

方
針
に
正
面
か
ら
立
ち
向
か
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

（
専
務
理
事
・
片
山
）

　

私
が
子
供
の
頃
は
毎

日
外
で
遊
ん
で
い
た
。

今
の
子
は
？　

家
の
中

で
ゲ
ー
ム
は
も
ち
ろ
ん

　

こ
の
４
月
２
日
か
ら
開
園
し
た
「
病
児
保
育
室
く
る
み
」
は
、
現
在
ま
で
に

の
べ
10
人
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。
み
な
、
保
育
園
に
通
っ
て
い
る
お
子
さ
ん

な
の
で
、
最
初
少
し
泣
く
子
も
い
ま
し
た
が
、
思
っ
た
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
保
育

に
は
い
れ
て
い
ま
す
。

　

体
調
の
悪
い
子
な
の
で
、
そ
の
子
の
生
活
リ
ズ
ム
で
、
眠
く
な
っ
た
ら
布
団

に
入
る
こ
と
も
出
来
、
ま
た
家
庭
に
い
る
よ
う
な
、
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
保
育

室
な
の
で
、
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

一人は万人のために 万人は一人のために

日本各地には伝統野菜と呼ばれる在来品種の野菜があります。狭い地域で生き残った野菜で美味しいが生産量が少ないのが特徴です。

（１） 第585号2018年６月１日（毎月1回1日発行）

さ
っ
そ
く
１０
人
利
用

さ
っ
そ
く
１０
人
利
用

仕
事
を
休
ま
な
く
て
よ
か
っ
た

「
病
児
保
育
室
く
る
み
」

利
用
者
の
状
況

① 

ま
ず
は
事
前
登
録
を

② 
予
約
と
事
前
診
察

③ 

利
用
に
際
し
て

利
用
の
手
順

利根保健生協　2018 年 4 月現勢

生 協 組 合 員・・・・・・・・・・・・30,377 人
出 資 金 額・・・・1,621,949,000 円
平均出資金額・・・・・・・・・・・・・53,394 円

理事32名　監事4名　総代210名　班長1,452名

発　行　人　糸 賀 俊 一　　　編集　「利根の保健」編集委員会
発行部数　21,800　　　　印刷　有限会社コトブキ印刷

利根保健生活協同組合
〒378−0053  沼田市東原新町1861番地1
☎0278（22）6060　  FAX（22）6262

利 根 中 央 病 院
片 品 診 療 所
利 根 中 央 診 療 所
利 根 歯 科 診 療 所
生 協 み な か み 歯 科
介護老人保健施設とね
サニーホームひまわり

沼 田 市 沼 須 町
片 品 村 鎌 田
沼田市西原新町
沼田市高橋場町
みなかみ町後閑
沼田市東原新町
沼田市高橋場町

☎（22）4321
☎（58）3910
☎（24）1202
☎（24）9418
☎（25）3399
☎（22）8855
☎（22）3223

http://www.tonehoken.or.jp/tonehoken-kumiai/
ホームページ で検索できます利根保健

病児保育室くるみ

　

利
用
の
範
囲
：
沼
田
市
在
住
、

も
し
く
は
在
勤
の
方

　

熱
が
数
日
続
き
、
ま
だ
数
日
は

回
復
の
見
込
み
が
な
く
申
し
込

み
。
３
日
間
の
利
用
申
し
込
み
の

う
ち
土
曜
日
は
半
日
保
育
で
し
た

が
、
そ
れ
で
も
保
護
者
か
ら
「
仕

事
が
で
き
て
あ
り
が
た
い
」
と
の

声
で
し
た
。週
明
け
も「
昨
夜
熱
が

  

「
病
児
保
育
事
業
利
用
登
録
申

請
書
」
を
沼
田
市
子
ど
も
課
に
提

出
し
「
登
録
カ
ー
ド
」
の
交
付
を

う
け
て
お
く
。
沼
田
市
在
勤
の
方

は
「
就
労
証
明
書
」
が
必
要
。

　

直
接
お
電
話
か
Ｗ
ｅ
ｂ
で
申
し

込
み
を
。
ま
た
、
各
医
療
機
関

（
か
か
り
つ
け
医
）
の
診
察
を
受

け
、「
診
療
情
報
提
供
書
」
を
も

ら
い
当
日
持
参
す
る
。

　

５
月
17
日
、
み
な

か
み
町
ホ
ッ
ケ
ー
場

で
第
10
回
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

（
利
根
沼
田
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

共
催
）
が
開
か
れ
、

約
４
５
０
人
が
日
頃

の
成
果
を
発
揮
し
ま

し
た
。
競
技
終
了
後

の
集
計
作
業
時
間
を

使
っ
た
ニ
ア
ピ
ン
賞

で
も
、
腕
を
競
う
な

ど
楽
し
い
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

　

６
月
16
日
に
行
わ
れ
る
通
常
総
代
会
に
む
け
、
４
月
～
５

月
に
か
け
て
全
支
部
で
「
支
部
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
度
の
振
り
返
り
と
２
０
１
８
年
度
の
活
動
方
針
の

確
認
、
総
代
会
議
案
の
事
前
説
明
を
受
け
て
意
見
交
換
す
る
こ

と
を
目
的
に
と
り
く
ま
れ
ま
し
た
。

　

５
ヵ
年
計
画
が
終
了
し
こ
れ
か
ら
め
ざ
す
３
ヵ
年
計
画
「
あ

っ
て
良
か
っ
た
利
根
保
健
生
協
」
を
合
言
葉
に
つ
な
が
り
の
輪

づ
く
り
に
つ
い
て
な
ど
の
説
明
と
質
疑
。
各
事
業
所
へ
の
要
望

や
通
院
支
援
へ
の
感
謝
と
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
、
あ
ら
た
な
助
け

合
い
活
動
に
つ
い
て
の
意
見
な
ど
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

●
11
時
ま
で
に
受
付
。
そ
の
際
お

子
さ
ん
の
状
況
（
全
身
状
態
や
予

防
接
種
歴
な
ど
）
を
確
認
。

●
利
用
申
込
書
な
ど
の
当
日
提
出

書
類
（
く
る
み
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
は
記
入
し
て

お
く
と
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

●
キ
ャ
ン
セ
ル
は
利
用
の
30
分
前

ま
で
に
連
絡
を
。

 「第6回きらめき祭」の開催にあたり、屋外のメインステー
ジや院内サブステージで舞台披露していただける団体を募集
します。（昨年度は太鼓、チアリーディング、コーラス等）

連絡先：22-4321（きらめき祭事務局）
申込締め切り：6月末

参加団体募集

きらめき祭きらめき祭利根中央病院

８月26日（日）開催

あ
り
、お
願
い
し
た
い
」と
連
絡
が

あ
り
追
加
保
育
と
な
り
ま
し
た
。

  
「
新
し
い
保
育
室
へ
の
感
動
と

置
い
て
あ
る
絵
本
が
家
に
あ
る
の

と
同
じ
で
良
か
っ
た
！
」
と
、
お

迎
え
に
来
た
家
族
か
ら
喜
び
の
こ

え
と
安
心
し
た
様
子
が
う
か
が
え

ま
し
た
。

●
利
用
料
・
給
食
費
（
希
望
）

は
、
朝
の
入
室
時
に
現
金
で
の
支

払
い
。

　

持
ち
物
等
そ
の
他
詳
し
く
は
、

お
電
話
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
お
電
話
で
の
予
約

  

０
２
７
８-

２
５-

８
１
３
３

● 

月
～
金　

８
時
～
17
時
30
分

● 

土　

８
時
～
13
時

＊
当
日
予
約
も
可
能
で
す
。
９
時

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
定
員（
４
名
）に
達
し
た
場
合
、

お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

専
任
の
准
看
護
師
と
保
育
士
が

担
当
し
ま
す
の
で
安
心
し
て
預
け

ら
れ
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
急
な
発

熱
や
病
気
で
、
仕
事
が
休
め
な
い

場
合
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

支部総会
「あって良かった利根保健生協」で
つながりの輪  地域で意見交換

第10回 グラウンド・ゴルフ大会 約450人が元気にプレー

【
成
績
】

●
団
体

優　

勝  

片
品
支
部

準
優
勝  

薄
根
支
部

三　

位  

利
南
支
部

●
個
人 

男
子
の
部

優　

勝  

大
出　

菊
男

　
　
　
　
　
　
（
池
田
）

準
優
勝  

阿
部　
　

勝

　
　
　
　
　

 

（
月
夜
野
西
）

三　

位  

渡
辺　

文
夫

　
　
　
　
　

 

（
沼
田
西
）

●
個
人 

女
子
の
部

優　

勝  

横
坂
ト
ミ
ヨ

　
　
　
　
　

 

（
沼
田
西
）

準
優
勝  

鈴
木
や
い
子

　
　
　
　
　

 

（
昭
和
東
）

三　

位  

角
田
せ
つ
子

　
　
　
　
　

 

（
沼
田
南
）

沼田東支部

水上支部



2017年度のまとめ
組合員活動
⑴利根中央診療所建設運動推進を目指して、

中央ブロック中心に、沼田東・沼田北支部
の全戸訪問にとりくみ、大勢の役職員が参
加しました。訪問活動では、診療所や特養
への期待と要望など、多くの意見が出され
ました。その他のブロックでは、ブロック
ごとに運営委員の研修交流会を開催するな
ど、工夫を凝らした楽しい活動が広がりま
した。

⑵理事・正副支部長研修会では、くらしの助
け合い活動を目指した他団体との連携が
徐々にすすみ、地域の状況を共有すること
ができました。今後は活動の実践が大きな
課題となります。

⑶フレイル学習やその予防活動は、一部の支
部や班で、総会や班会時に学習を行った程
度にとどまりました。保健組織活動交流集
会を契機に、さらに広げていくことが求め
られます。

⑷組合員ふやしは、目標 1,500 人に対し 1,252
人（純増 544 人）、機関紙配布者の純増は
目標 20 人に対し３人でした。班会開催で
は、サロンとの連携や趣味班会の広がりに
より、1,283 回（実班会 741 回）になりま
した。また、「利根中央診療所竣工記念増資」
にとりくみ、多くの協力が寄せられました
が、出資金ふやしでは目標１億 2,000 万円
に対し１億 606 万円、純増額は 4,890 万円
でした。

⑸５ヵ年計画の仕上げでは、以下のとおりと
なりました。
①「生協強化月間」中には、全事業所で特

設窓口を開設し、285 人から 306 万円の
出資金が寄せられました。組合員証のカー
ド化は徐々に進んでいます。

②支部分割については、新治支部以降、具
体化されていません。総代や運営委員の
確保や世代交代を含めて、再検討が必要
な課題となっています。

③集団組合員健診の企画を行いましたが、
実績はゼロとなってしまいました。健診
は集団ではなく、個別の対応が必要だと
考えられます。サロンや老人会と連携し
た班会はさらに広がっています。

④所在確認通知の発行に向けて、2018 年
度の実践を目指した論議と準備が進みまし
た。

組合ホール「さくら」で居場所づくり

健康づくり活動
⑴キッズけんこうチャレンジでできた小学校

との「つながり」を活かし、新たな企画「手
洗いのプロが教える！手洗い教室」では、
小学校 10 校、中学校 1 校、高校１校から
申し込みに加え、他生協やコープぐんまか
ら依頼もあり、学校や他団体とのつながり
がさらに広がりました。
　　「キッズけんこうチャレンジ」は今年度

も各自治体・教育委員会へ後援と協力を
依頼し、5つの自治体（沼田市・みなかみ町・
川場村・昭和村・片品村）と 6 つの教育
委員会（沼田市・みなかみ町・川場村・
昭和村・片品村・高山村）から後援をも
らいました。昨年度から継続してとりく
む小学校に加え、新規の申し込みが 6 校
増えました。キッズけんこうチャレンジ
の配布数・提出数は、以下のとおりでした。

キッズけんこう
チャレンジ 配布数 提出 提出率

小学校17校 3,200枚 1612枚 50.30%

そのほか（イベント
配布・事業所設置
分保育園配布分）

250枚 10枚 4.00%

⑵ 5.31WHO 世界禁煙デーの啓発運動のとり
くみとして、病院・片品診療所・利根歯科
診療所・生協みなかみ歯科で禁煙チラシと
ポケットティッシュの配布を行いました。
また、来年度の 5.31WHO 世界禁煙デーポ
スターコンクールの募集を利根沼田、高山
村の小・中学校に呼びかけ、薄根小学校 8
作品、沼田東中学校 42 作品、池田中学校
17 作品、高山中学校 30 作品の 97 作品が
寄せられました。優秀賞に 1 人、佳作に 1
人入賞しました。

⑶第 9 回グラウンド・ゴルフ大会が利根沼田
グラウンド・ゴルフ協会共催で開かれ、約
500 人が参加しました。健康チェックサポー
ター、歯科職員の協力で、血圧チェック
141 人、体組成チェック 33 人、握力チェッ
ク 69 人、歯科チェック（りっぷるくん 10 人、
咀嚼ガム 1 人）が行われました

　　ハイキングウォーキングには、22 人が参
加しました。

⑷笑いヨガ、あいうべ体操は班会や支部の企
画を中心に実施できました。

⑸今年度は「つなぐつなげる」の活動に力を
入れたため、委員会としてのすこしおの普
及活動が進まず、来年度の課題となりまし
た。

コープぐんまで手洗い教室

まちづくり活動
⑴地域での「困った」解決に向けては、以下

の通りとなりました。
①ケアマネージャーやケースワーカーと、

退院患者や介護保険利用者が地域で何に
困っているか、どんなことが求められる
のかについて意見交換を行い、今後の活
動についての議論をすすめました。

②いくつかの支部でマップづくりにとりく
みましたが、広がるところまではいきま
せんでした。

③サロンと班会の連携はすすみましたが、
多世代交流型の居場所はできませんでし
た。

⑵地域での連携については、以下の通りとな
りました。
①社保協での自治体懇談にはとりくみまし

たが、支部やブロックではとりくめませ
んでした。

②コープぐんまとの連携はさらに進み、定
期的な懇談や活動を一部共有できるよう
になりました。

③平和・社保委員会と共同で、沼田「子ど
も食堂」の運営団体となり、月に 1 回開
催するようになりました。

④災害対策については、とりくみがすすみ
ませんでした。

⑶環境問題については、例年通り大気汚染調
査にとりくみましたが、放射線測定は、ニー
ズが薄れてきていることもあり、実施でき
ませんでした。

ボランティア活動
⑴南部ブロックでの機関紙梱包作業は、4 月

から病院の組合員ルームを利用して開始さ
れました。毎回 10 人前後が参加して、活動
も軌道に乗りました。

⑵ボランティア学校は開催できませんでした。
今後は、ボランティアの活動内容が変わり
ます。変化に合わせた対応が求められます。

⑶ボランティアの登録制度は進みませんでし
た。

⑷生協内のボランティア同士の交流会を開催
し、22 人が参加して交流を深めました。

⑸コープぐんま「くらしの助け合いの会」と
の交流会を開催し、悩みやお互いの活動を
共有し、交流も深めました。

人材の確保と育成
⑴初期研修医の班会参加については、年間 16

回参加しました。医学生は実習において積
極的に生協活動に関わることができるスケ
ジュールを組み、班会やまちかど健康チェッ
クに参加して医療生協活動を体験しました。

⑵医療講演・懇談会は 2 回開催しました。眼
科の高橋先生による「高齢者に多い眼の病
気」（6/17 開催）には 71 名、整形外科の
須藤先生による「腰・膝の痛みについて」

（12/9 開催）には 102 名が参加し、多くの
質問が出され、関心の高さが伺えました。

⑶医師の労をねぎらう「ふるまい会」（たらし
焼き、熊鍋など）は、今年度は計 3 回の開
催となり、組合員と医師との交流がはかれ
ました。医局バーベキューにも人材確保委
員が参加し、常勤医師や医学生と交流しま
した。研修先を選定中の 6 年生への働きか
けは、受け入れを歓迎する雰囲気を伝える
良い機会となりました。

⑷ 2018 年度の医師臨床研修マッチングでは、
定員 6 名がフルマッチとなり、これまでの
初期研修医受け入れ対策が実を結びました。
6 名全員が医師国家試験に合格し、2018 年
4 月より研修が開始となります。

　　法人教育委員会による制度教育計画は概
ね遂行できました。特に「職責者スキルアッ
プ教育」と「中途採用者研修」は目的を達
成できました。また、事務職員を対象にし
た連続講座「先輩から学ぶ」を全 6 回開催
しました。

2018年度の方針
組合員活動
⑴楽しい活動が、仲間増やしや活動家づくり

へとつがるよう、そのしくみづくりと企画
を具体化し、結果に結びつくようなとりく
みを広げます。

⑵住民の多くが知ることができるよう、組合
員活動の「見せる化」をします。

⑶生協を強く大きくするため、組合員ふやし
1,500 人（純増 700 人）、出資金ふやし 1
億 2,000 万円（純増 7,000 万円・出資者割
合 30％）、班会とサークル活動合わせて開
催 1,500 回、機関紙配布者の純増 20 人を
目標とします。

⑷新３カ年計画（2018 ～ 2020 年）の初年度
として、以下の目標にとりくみます。
①地域との連携がさらに進むような生活圏

域での支部を目指し、分割やあり方を検
討していきます。

②サロンや老人会等と連携した班会、趣味
を活かしたサークル活動を広げ、つなが
りづくりに役立てます。

③所在確認通知の発行や支部・職員の協力
で不明組合員調査を実施し、組合員台帳
の整理をはかります。

健康づくり活動
⑴「つなぐつなげる」
　　より多くの自治体や教育委員会、学校、

他団体とのつながりをさらに広げます。生
活習慣の見直しや介護予防に「健康チャレ
ンジ」「キッズけんこうチャレンジ」への多
くの地域住民の参加をさらに呼びかけます。
また、医療の専門性を活かした手洗い教室
の企画で、こどもの健康づくりを応援しま
す。

⑵「禁煙」
　　たばこの害のない社会をめざし、世界禁

煙デーのポスターコンクールへの参加を広
く呼びかけ、禁煙の啓発と世論喚起を行い
ます。

⑶「組合員交流」
　　グラウンドゴルフ大会などの企画で組合

員同士の交流と健康増進をすすめます。
⑷「健康寿命の延伸　フレイル対策３つの柱」
　　社会参加―社会とのつながりを失くさな

いように、生協活動への参加をよびかけま
す。

　　身体活動―班会やサークル活動に参加し、
定期的な運動をよびかけます。

　　栄養―最期まで口から食べるために、あ
いうべ体操やパタカラ体操をよびかけます。
いろいろ食べる・しっかり食べることを広
めます。

⑸「減塩」
　　すこしお体験などの学ぶ企画で、すこし

おの普及にとりくみます。

まちづくり活動
⑴幅広い団体や行政との連携をさらにすすめ、

住み慣れた地域で安心安全に生活できるま
ちづくりをすすめます。

⑵地域での助け合い活動については、推進プ
ロジェクトが中心となって準備をすすめ、
具体化します。

⑶つながりマップづくりについては、完成し
た支部は活用をすすめ、未完成の支部は、
先進的な支部のとりくみを参考に組合員落
としを開始し、半数の支部でとりくみをす
すめます。

つながりマップ 2017
⑷誰でも参加可能な多世代交流型の居場所づ

くりについては、事業所の活用を含めて、
支部やブロックで具体化します。

⑸災害対策や大気汚染調査などの環境問題に
ついてもとりくみをすすめます。

ボランティア活動
⑴ボランティアの活動領域や内容の変化に合

わせた担い手を養成していきます。
⑵ボランティアの担い手を確保するために、

有償化と統一化を検討します。
⑶他団体や行政とも連携した地域でのボラン

ティア活動を「助け合い活動推進ＰＪ」と
ともに広げていきます。

⑷ボランティア同士の交流会や他団体のボラ
ンティアの会などとも交流を深めます。

　　地域に開かれた学習する機会を設け、ボ
ランティア自身のレベルアップを図ります。

人材の確保と育成
⑴医師、医学生が班会やまちかど健康チェッ

ク等に参加できるよう働きかけます。これ
らの医療生協活動を通じて組合員と関わる
中で、活動に共感する職員の確保と養成を
すすめます。

⑵医療講演・懇談会の年間 3 回以上の開催を
具体化します。組合員をはじめ参加者の「学
ぶ場」として、多くの参加が得られるよう
に内容を検討します。

⑶医師の労をねぎらう「ふるまい会」は、年
間３回以上の開催を具体化し、医師と組合
員との交流の場をつくります。初期研修の
マッチングのために実習に訪れる医学生へ
の働きかけの場として、医局のバーベキュー
への組合員参加にもとりくみます。

ふるまい会
⑷組合員・職員からの情報収集のためのツー

ルとして、医療職紹介カードを活用します。
また、ホームページやフェイスブックなど
を活用して、研修の様子や医療活動等の当
院の魅力を発信し、医師獲得に繋げます。

⑸職員自らが成長を望む仕組みを構築し、そ
れを具体化できる仕組みの整備に着手しま
す。理念・制度教育のほかにも専門的な教
育など教育制度の幅を広げます。

⑹医師や看護師だけでなく、リハビリスタッ
フや介護職員など、在宅や地域を視野に入
れた専門職の確保に努めます。

⑺　「医療福祉生協の人づくり」の実践を通し
て、職員と組合員が「ともに学び」、医療福
祉生協の強みである「総合力」と「連携」
で事業と運動を発展させます。

平和・社会保障活動

2017年度のまとめ
⑴他団体とも連携し諸行事へ参加しました。

また、改憲に反対して 3 千万全国統一署名
にも取り組んでいます。

⑵他団体と連携した「9 の日行動」を 6 回実
施し、のべ 20 人が参加しました。7 月は
国民平和大行進とかさなり 9 条旗を掲げて
行進するなど、憲法の大事さをアピールで
きました。

⑶県社保協を中心とした自治体要請懇談に利
根沼田・高山の 6 自治体と懇談し、のべ
76 人が参加しました。保険料の現状や地
域包括ケアに向けたとりくみなどで懇談で
きました。社保協再結成の機運が高まりつ

つあります。
⑷ＩＣＡＮがノーベル平和賞を受賞した画期

的な年でした。他団体とも協力し行事への
参加を呼びかけました。原水爆禁止世界大
会には職員 4 人が参加。国民平和行進では、
職員・組合員が基幹コース、網の目コース
にのべ 100 人が参加し平和をアピールしま
した。

⑸職員の全体集会の場で、2 人の方から戦争
体験を話していただき、「戦争ＮＯ！」の
思いを深めました。次世代の子供たちに広
く読んでもらうために「戦争体験記」を利
根沼田・高山の小・中学校と教育委員会す
べてに寄贈し喜ばれました。

⑹幅広い世代との交流が求められることか
ら、名称を高齢者から高齢期に変更し活動

が始まりました。また、久しぶりに財政活
動にもとりくみ楽しみにしていた日本高齢
者大会㏌沖縄大会は、台風の影響で中止と
なり残念でした。

⑺ 4 回連続講座として社保学校を企画しまし
た。内容は様々となりましたが、第１回は
介護保険の学習、第２回はＮＰＯ法人のこ
ども食堂・ＤＶ防止プログラム、第３回は
福島の現状と沖縄・憲法についての講演、
最後の第４回は介護施設見学や施設と制度
の違いを学習しました。のべ 139 人が参加
しました。

2018年度の方針
⑴改憲発議を許さない運動や、安全保障関連

法（「戦争法」）の廃止を求める運動を他団
体と連携し継続します。

⑵県社保協と連携し、自治体懇談をおこない、安心
して住み続けられる地域づくりを継続してすすめ
ます。そのためにも他団体と共に利根沼田社保協
の再建をすすめます。

⑶原水爆禁止世界大会や国民平和大行進、「平和の
ための戦争展」など、平和を守る活動に様々な団
体と協力して運動をすすめます。

⑷群馬県高齢期運動連絡会や日本高齢者大会に多く
の参加者を組織し高齢期運動を広げます。

⑸広い視野で原発や再生エネルギー問題について知
る機会を設け、震災支援等に引き続き取り組みま
す。

⑹諸問題に向けた運動をすすめるためにも、貧困問
題、とりわけ子どもの貧困について全世代へ広げ
ることが重要です。引き続き社保学校の開催と子
ども食堂や無料学習塾などについて、生協まちづ
くり委員会・ボランティア委員会とも連携しすす
めます。

2018年度の方針
＜利根中央病院＞
スローガン：「かかりやすい外来。
　　　　　　　 　断らない入院。
　　　　　　　　　　　 選ばれる病院。」
⑴医療の質と、患者満足度の向上を追求し、

経営基盤を安定させます。
⑵ＪＣＥＰ（卒後臨床研修評価機構）受審と

内科専門研修プログラムの基幹施設取得を
すすめ、自前の医師養成と確保対策を強化
します。

⑶ケアミックス型の総合病院の強みと法人内
連携を促進し、高度急性期から在宅医療ま
でニーズの多様化に応えます。

⑷資格取得支援制度を確立し、スタッフの知
識とスキルアップを援助し、質の高いチー
ム医療が提供できるよう努めます。

⑸医療福祉生協連の地域包括ケアに相応しい
連携を法人内外の事業所をはじめ、自治体
や支部・組合員連携により、まちづくりの
視点ですすめます。

総合診療科 鈴木医師「命の講話」

＜利根中央診療所＞
⑴診療体制の強化を図り、地域のかかりつけ

医としての役割を発揮します。
⑵在宅療養を支える診療所として訪問診療を

積極的に展開します。
⑶地域連携、事業所間連携の強化により患者・

利用者増を図ります。
⑷訪問看護は「断らない訪問看護」で、重症

者や看取り対応など多様なニーズにこたえ
ます。

⑸支部・ブロックの活動と連携した事業運営
を行います。また活動への参加等を通して
職員の育成をすすめます。

利根中央診療所開設

＜利根歯科診療所＞
⑴安心・安全・信頼の歯科医療の追求を行い、

患者に納得・満足いく歯科治療の追求を目
指します。

⑵臨床研修施設として単独型１名、協力型２
名の受け入れを行い、臨床研修施設として
の学習会の充実を図ります。

⑶組合員の健康を守り、生協の基盤強化のた
めに組織活動の充実に努め、健康長寿延伸
のために口の健康づくりをすすめ、オーラ
ルフレイル予防のための班会メニューづく
りをすすめます。

　 （＊）オーラルフレイル：口腔機能の衰え
が全身の老化につながる、という考
え方。「口の衰え」は身体的、精神的、
社会的な健康と大きな関わりを持っ
ている。

⑷病院、診療所との医科歯科連携を強化しま
す。歯科の外来に通院しにくくかかりづら
くなった方へのシームレス（繋ぎ目の無い）
な歯科医療の追求を行います。

⑸口から食べるとりくみの強化を通して、生
活支援する歯科をめざします。

＜片品診療所＞
⑴片品村地域の包括ケアの発展と地域住民の

要求に応えるために、医療、介護、福祉の
各分野の事業所と連携を強化します。

⑵在宅医療、居宅介護支援などの介護事業に
引き続き積極的にとりくみます。

⑶片品診療所の優位点である医科と歯科の診

療連携を進めて、睡眠時無呼吸症候群など
関連する疾患の治療に引き続きとりくみま
す。

⑷患者のかかりやすさや要望にさらに応える
よう努力します。

⑸利用委員会や片品支部運営委員会で片品地
域の生協活動の発展について論議を継続し
ます。

＜生協みなかみ歯科＞
⑴安定した経営構造を維持・発展させ、質の

向上をすすめます。
⑵「保険で良い歯科医療」へのとりくみとし

て、より質の高い医療の提供を行い、地域
の介護施設・医療機関と協力し、地域包括
ケアに対応できる事業所運営を行います。

⑶無料低額診療事業を開始することで、社会
保障制度充実の呼びかけや組合員の健康を
守るとりくみを継続し、利根保健生協の基
盤強化のために組織活動の充実を図りま
す。

⑷職員教育を強化し、事業所での医療福祉生
協連や全日本民医連の方針の実践を意識的
にすすめます。

＜とね在宅総合センター＞
⑴常に利用者の立場に立ち、安心、安全なサー

ビスを提供できるよう、質の向上と接遇改
善に取り組みます。認知症ケアやリハビリ
テーションなどの充実を図ります。

⑵特別養護老人ホーム「とね虹の里」も含め
た事業所間連携の強化と積極的なＰＲなど
による利用者確保で、センター全体での黒
字化を図ります。

虹の里工事（4 月 25 日時点）
⑶元短時間リハ室を活用した新規事業（フレ

イル予防や自費デイサービス、認知症カ
フェ）の検討を行います。

⑷事業展開に向けて人材の確保と育成に努め
ます。介護職員の教育制度の確立を図ると
ともに、人材育成宣言を取得していきます。

保健組織活動

一人は万人のために 万人は一人のために

群馬の伝統野菜といえば代表は下仁田ネギ。北毛地域のものでは六合・高山きゅうりがある。沼田市利根町の「穴原きゅうり」も同種に近い。

（３） 第585号2018年６月１日（毎月1回1日発行） 利 根 の 保 健

全国的に有名なのが京野菜。聖護院大根・加茂なす・九条ねぎなどがある。京都府では、1960 年以降 21 品目 105 種の品種・栽培方法を保存対象に選定している。

（２）第585号2018年６月１日（毎月1回1日発行）

①「必要利益 3,000 万円」の経常剰

余金確保に向けて、全事業所黒字化

を目指します。

②幅広い団体とも連携し、社会保障の

充実や平和を守る運動にとりくみ、

安心して住み続けられるまちづくり

をすすめます。

③利根保健生協の組合員同士の助け合

い活動で、医療福祉生協らしい地域

包括ケアを広げます。

2018年度 スローガン（案）2017年度のまとめと2018年度活動方針（案） 2017年度のまとめ
法 人 全 体 の 事 業 収 益 は 78 億

2,641 万円（予算比 95.3％、前年比
102.9％）で、前年度からは大きく伸
ばしましたが、予算の収益は確保で
きませんでした。事業原価・費用は
80 億 5,918 万 円（ 予 算 比 98.5 ％、
前年比 99.2％）となり、新病院３年
目の今期は黒字化を目指しましたが、
依然として減価償却費の負担も大き
く、経常剰余金は▲２億 5,580 万円
となりました。

事業所別事業収益では、利根中央
病院、とね訪問看護ステーション、老
人保健施設とね、利根中央診療所、生
協みなかみ歯科が前年を超えました。

財務の状況は、11 月に利根中央
診療所の新築移転による投資があり
ましたが、新病院の減価償却等もあ

り総資産は３億 8,738 万円減少し、
106 億 7,216 万円となりました。組
合員出資金は 4,890 万円増加し、16
億 2,144 万円です。

財務状況の早期改善のため、2018
年度以降も出資金と剰余金の確保を
すすめます。

2018年度の方針
2018 年度は、国の 2025 年の目

標に向けた診療報酬・介護報酬・障
害福祉サービスの同時改定、医療費
適正化計画 と地域医療計画、介護保
険事業計画の策定が重なる等、医療・
介護改革が一斉に始まります。

利根保健生協ではそういった情勢
の中で、３カ年計画を策定し、ビジョ
ン（案）「あって良かった利根保健生
協」の具体化に着手をし、さらに経
営構造の転換、事業と運動を前進さ
せるための基盤強化にもとりくんで
いきます。

経営活動
支部名 班　　名 班長・代表名 人数 班 会 内 容
沼田東 上原町 7-3 生方　輝房 4 フレイルと通院支援について

上原町 6-2 村田　定蔵 3 フレイルと通院支援について
材木町 11-3 小林永久子 6 筋トレ・骨トレ
西原新町 11-1 得能　淑子 3 大腸がんチェック・お口の体操
材木町 1 小野　のぶ 5 お花見・茶話会

サｰクル 健康班 染谷はるい 8 体操
サｰクル 健康卓球教室「ゆうゆう」 大竹　俊夫 25 卓球（４回）
サｰクル 秋桜会 髙橋　道子 5 太極拳（計 1 回）
沼田南 鍛冶町合同 馬場半次郎 3 大腸がんチェック
沼田北 ときめき班 小菅　愛子 10 笑いヨガ、研修報告など
サｰクル いこい句会 永井　達郎 4 俳句会
利根南 お気楽会 佐々木明美 3 趣味のぬり絵

お気楽会 佐々木美恵子 4 趣味のぬり絵
片　品 菅沼 １ 星野　吉夫 4 ボケ予防の話・体操

菅沼 ２ 石橋　雅子 4 ボケ予防の話・体操
川　場 生品合同 櫛渕トヨ子 9 血管年齢チェック

中野合同 戸丸　英子 5 笑いヨガ
利　南 上久屋馬場 織田澤はま子 3 お口の健康
白　沢 尾合合同 角田　梅子 7 のびのび 3 Ｑ体操
昭和東 田岸合同 杉木　哲二 4 検査結果のみかた

池原合同 田村　廣子 4 検査結果のみかた
大堀合同 吉野たか子 4 検査結果のみかた

昭和南 川額 入原合同 1 板橋きみ枝 6 関節痛について・筋トレ
川額 入原合同 2 高橋　マキ 6 関節痛について・筋トレ
川額 入原合同 3 高橋喜和子 8 関節痛について・筋トレ
川額 入原合同 6 堤　　フジ 9 関節痛について・筋トレ

沼田西 清水町合同 小池よし子 3 折り紙
清水町合同 小林　正子 3 折り紙
榛名町合同 金子　京子 5 折り紙
薄根町合同 生方勢津子 3 折り紙

サｰクル 福寿草 岡嶋　禎子 21 ラジオ体操・脳いきいき体操（計 4 回）
薄  根 井土上町合同 1 久枝　　允 5 お花見・筋トレ、骨トレ

井土上町合同 2 望月あさ子 4 お花見・筋トレ、骨トレ
硯田町 上 佐藤　生一 4 きよしのズンドコ体操
硯田町 中 小林　順一 3 きよしのズンドコ体操
硯田町 下 金子　幸子 3 きよしのズンドコ体操

川　田 宮塚合同班 深津　文子 3 乳がんについて
高　山 判形合同 飯塚與志次 22 ＡＥＤの使い方
月夜野東 政所合同 中村　秀夫 5 腰痛・膝痛と予防

政所合同 江口　健己 5 腰痛・膝痛よ予防
真庭合同 真庭　利治 5 腰痛・膝痛よ予防
後閑 上・下入合同 渋谷　典子 5 脳いきいき体操
下牧 原の中 山田八重子 7 減塩調理班会
つきよのいきいきサロン 広橋　絹代 10 参加すると楽しいよ

サｰクル 虹の会 木村かよ子 11 絵手紙（計 2 回）
サｰクル 後閑ゲｰトボｰル 深津ハルイ 5 ゲートボール
月夜野西 月夜野 町組合同 長濱　水郎 5 鼻づまりについて

月夜野 町組合同 林　　友好 5 鼻づまりについて
月夜野 橋上合同 石田千恵子 3 歯の話・通院支援について
月夜野 橋下合同 岡田　完二 3 歯の話・通院支援について

水　上 藤原 明川・分譲地合同１ 中村しげ子 4 お花見交流会
藤原 明川・分譲地合同２ 朝倉　　薫 5 お花見交流会

須　川 須川 十二河原 富沢カヅエ 5 体組成チェック
須川 須川合同 水野喜美子 5 体組成チェック・セラバンド体操
須川 須川合同 細川　芳江 5 体組成チェック・セラバンド体操

病棟・他 ふれあいの輪 西畠みどり 17 ウォーキングと健康効果
総　計 63班 345人

４月班会開催一覧

医療・介護・福祉活動
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▼
４
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
100
人
で
し
た
。（
敬
称
略
）

よ
うこそ

新
し
い
仲
間

４
月
の
新
加
入
者



　

長
崎
市
の
男
性
Ｓ
さ
ん
68
歳

は
、
脳
梗
塞
の
後
遺
症
で
２
年
間

寝
た
き
り
で
食
べ
る
こ
と
も
喋
る

こ
と
も
全
く
で
き
な
か
っ
た
そ
う

で
す
。
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
顔
の

筋
肉
は
こ
わ
ば
り
、
口
の
中
は
不

衛
生
で
乾
燥
し
き
っ
て
い
た
と
こ

ろ
に
同
市
の
歯
科
医
師
が
リ
ハ
ビ

リ
に
入
り
ま
し
た
。
表
情
筋
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
口
の
中
の
ケ
ア
、
舌
の
動

き
を
回
復
さ
せ
る
た
め
の
舌
・
顎

下
の
筋
肉
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
、

リ
ハ
ビ
リ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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食
べ
ら
れ
る
口

な
ぜ
、
口
の
機
能
は

口
の
リ
ハ
ビ
リ
で

食
べ
ら
れ
る
口
の
条
件

（
健
口
）
で
健
康
に

よ
み
が
え
っ
た
の
か
？

食
べ
る
力
が

潤
い
が
あ
り
　
　
　

き
れ
い
で
噛
め
る
口

　

６
月
４
日
か
ら
の
一
週
間
は
、「
歯
と
口
の
健
康
週

間
」
で
す
。
近
年
、
自
分
ら
し
く
最
期
を
迎
え
る
た
め
に

「
食
べ
ら
れ
る
口
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ご
存
じ

で
す
か
？ 

今
月
は
、
生
き
る
こ
と
、
食
べ
る
こ
と
、
そ

れ
を
可
能
に
す
る
口
の
関
係
を
見
直
し
て
み
ま
す
。

「穴原きゅうり」は肉厚で塩もみや漬物にして美味だが、生産性が高くないので、市販されにくい。地元こそが守り育てないと永遠に消えてしまうかも！
（先着 50 名様に 10 粒程の種子をお分けします。生協本部または生協ルームで取り扱っております。）

再

会
の

友

と

過

ご
せ
し

芝

桜

泥
田
遊
び
笑
ふ
て
見
合
ふ
端
午
の
日

ぢ
ぢ
ば
ば
の
家
で
も
宿
題
黄
金
週

立
ち
憩
う
事
の
み
多
し
春
の
畑

蔵
の
壁

少
し
剥
が
れ
て
桐
の
花

め
ん
め
ん
と
堰
の
流
る
る
須
川
宿

東
雲
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ふ
く
ろ
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を
聞
く
皐
月
か
な

旧

街
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堰

走

ら
せ
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光

戦
な
き
空
へ
上
げ
た
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ぼ
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あ
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家
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沼
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市
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大　

迫　

あ
い
子

節
句
に
は
五
十
歳
な
る
息
子
ら
の
兜
飾
り
て
菜
の
花
添
へ
る

軽
快
な
リ
ズ
ム
に
の
せ
て
ダ
ン
ス
す
る
月
に
一
度
の
青
春
の
と
き

茂
り
た
る
青
葉
の
渓
の
山
ざ
く
ら
赤
城
裾
原
陽
炎
の
た
つ

晩
年
の
母
と
似
通
う
吾
が
身
体
を
鏡
の
中
に
亡
き
母
を
見
る

若
竹
汁
土
佐
煮
天
麩
羅
筍
飯
竹
の
子
も
ら
ひ
し
そ
の
日
の
夕
餉

吸
物
に
緑
た
た
へ
し
絹
爽
の
サ
ク
と
か
じ
れ
ば
夏
は
来
に
け
り

ア
カ
シ
ア
の
高
き
に
下
る
藤
の
花
青
葉
の
中
に
ゆ
る
る
事
な
し

　

今
月
は
31
件
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

紙
面
ス
ペ
ー
ス
と
当
季
雑
詠
に
沿
っ
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
乱
筆
は
誤
植
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
楷
書
で
わ
か

り
や
す
く
丁
寧
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

口
っ
て
す
ご
い
！

口
っ
て
す
ご
い
！

く
ち
く
ち
歯
と
口
の
健
康
週
間

利根歯科診療所
副所長

関 上 幸 子
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２
か
月
後
、
口
か
ら
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
Ｓ
さ
ん
は
、
自

分
で
も
毎
日
、
口
の
体
操
や
マ
ッ

サ
ー
ジ
に
励
ん
だ
そ
う
で
す
。
さ

ら
に
１
か
月
後
、
お
子
さ
ん
の
結

婚
式
で
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
ま
で
に

喋
る
機
能
が
改
善
。
１
年
後
、
ま

だ
歩
け
な
い
も
の
の
普
通
食
を
食

べ
冗
談
を
言
い
笑
え
る
よ
う
に
な

っ
た
そ
う
で
す
。

　

足
は
２
年
も
動
か
さ
な
い
と
歩

け
な
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
口
の
リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
こ
と

　

こ
の
よ
う
に
口
の
機
能
の
回
復

は
、
全
身
の
回
復
、
生
活
の
質
の

改
善
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
は
、「
潤
い
が
あ
り

き
れ
い
で
噛
め
る
口
」
で
あ
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

①
潤
い
の
あ
る
口

　

乾
燥
し
た
口
で
は
、
僅
か
な
刺

激
で
痛
み
傷
が
で
き
や
す
い
上
に

汚
れ
は
落
ち
に
く
く
、
菌
が
繁
殖

し
炎
症
が
悪
化
し
ま
す
。
さ
ら

で
２
年
間
寝
た
き
り
だ
っ
た
Ｓ
さ

ん
の
口
の
機
能
が
よ
み
が
え
っ
た

の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

　

原
始
的
な
動
物
が
、
ほ
ぼ
口
と

消
化
管
だ
け
で
生
き
て
い
る
よ
う

に
、
口
は
生
命
に
と
っ
て
一
番
基

本
的
な
器
官
で
す
。
そ
の
た
め
、

長
期
間
廃
用
が
あ
っ
て
も
生
命
維

持
の
た
め
に
そ
の
機
能
が
衰
え
な

か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
口
周
囲
の
筋
肉
が
「
食

べ
る
・
呼
吸
す
る
・
喋
る
」
こ
と

に
働
き
、
そ
れ
に
呼
応
す
る
脳
の

範
囲
が
広
い
こ
と
に
も
関
係
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
高
齢
者
に
と
っ
て
食
べ
る
こ

と
は
一
番
の
楽
し
み
。
だ
か
ら
、

口
か
ら
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
冗
談
が
言
え
て
笑
う
こ
と
も
で

き
た
。
人
間
性
を
取
り
戻
す
こ
と

に
も
つ
な
が
る
「
口
」
っ
て
す
ご

い
！
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

に
、
食
物
は
張
り
付
き
む
せ
や
す

く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
体
を
菌

な
ど
か
ら
守
り
、
痛
み
な
く
円
滑

に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
潤
い
が
大

切
な
の
で
す
。

　

軽
い
乾
燥
な
ら
、
鼻
呼
吸
を
心

が
け
、
水
分
の
摂
り
方
を
見
直
し

て
下
さ
い
。
食
前
に
深
呼
吸
を
数

回
し
て
か
ら
、
あ
い
う
べ
体
操
・

舌
回
し
（
図
１
）
を
す
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。

　

見
た
目
に
渇
い
て
い
る
時
は
、

保
湿
剤
を
利
用
し
ま
す
。
し
っ
か

り
潤
う
ま
で
重
ね
塗
り
し
、
専
用

の
ブ
ラ
シ
（
図
２
）
で
掃
除
や
マ

ッ
サ
ー
ジ
を
。
そ
れ
か
ら
先
述
し

た
体
操
で
す
。

　

お
薬
を
飲
ん
で
い
る
と
唾
液
が

少
な
く
な
り
や
す
い
で
す
。
ま

た
、
筋
肉
の
衰
え
に
伴
い
口
呼
吸

に
な
り
が
ち
で
す
。
早
め
に
乾
燥

対
策
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

②
き
れ
い
な
口

　

痛
み
が
な
く
て
も
歯
周
病
や
進

行
し
た
虫
歯
が
あ
る
と
、
歯
ぐ
き

や
骨
の
血
管
を
通
じ
て
細
菌
や
免

疫
反
応
物
質
が
、
血
流
に
の
っ
て

全
身
に
運
ば
れ
、
行
っ
た
先
で
炎

症
を
起
こ
し
ま
す
。
ま
た
、
汚
れ

た
口
の
中
に
あ
っ
た
食
べ
物
や
唾

液
が
気
管
に
入
っ
て
し
ま
う
と
誤

嚥
性
肺
炎
を
起
こ
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
こ
う
し
た
状
態
が
あ
り
抵

抗
力
が
落
ち
た
時
は
危
険
で
す
。

　

次
に
示
す
病
気
の
治
療
時
は
要

注
意
で
す
。

イ 

頭
頚
部
領
域
、
呼
吸
器
領

域
、
消
化
器
領
域
等
の
悪
性

腫
瘍
の
手
術

ロ 

心
臓
血
管
外
科
手
術

ハ 

人
工
股
関
節
置
換
術
等
の
整

形
外
科
手
術

二 

臓
器
移
植
手
術

ホ 

造
血
幹
細
胞
移
植

へ 

脳
卒
中
に
対
す
る
手
術

　

病
気
の
有
無
と
関
係
な
く
、
歯

科
治
療
が
終
了
し
て
お
り
、
毎
日

の
歯
磨
き
や
入
れ
歯
磨
き
で
感
染

源
と
な
ら
な
い
、き
れ
い
な
状
態
に

し
て
お
く
よ
う
心
掛
け
て
下
さ
い
。

③
噛
め
る
口

　

噛
む
た
め
に
は
、
単
に
歯
が
あ

れ
ば
い
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、

入
れ
歯
も
含
め
て
噛
め
る
状
態
が

整
っ
て
お
り
、
噛
ん
で
飲
み
込
む

運
動
が
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
れ
に
は
、
口
の
状
態
に
歯
や

入
れ
歯
が
合
っ
て
い
る
事
と
そ
れ

を
使
い
こ
な
す
口
周
囲
の
動
き
が

必
要
で
す
。
入
れ
歯
で
あ
っ
て
も

１
年
に
１
回
以
上
歯
科
で
の
点
検

を
。
そ
し
て
、
口
周
囲
を
し
っ
か

り
使
い
体
操
（
図
１
）
で
筋
肉
を

鍛
え
ま
し
ょ
う
。

　

食
べ
ら
れ
る
口
の
た
め
の
具
体

的
な
取
り
組
み
方
は
各
個
人
で
異

な
り
ま
す
。
歯
科
を
受
診
し
て
現

状
を
評
価
し
、
自
分
に
合
っ
た
予

防
メ
ニ
ュ
ー
を
ス
タ
ッ
フ
と
相
談

し
て
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

食
べ
る
こ
と
は
、
全
身
の
様
々

な
機
能
の
協
調
で
営
ま
れ
る
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
活
動
で
す
。
そ
の
素

晴
ら
し
さ
を
胸
に
毎
日
の
食
事
を

楽
し
む
こ
と
が
一
番
の
健
口
（
健

康
）
法
だ
と
思
い
ま
す
。

舌先で歯の表側にある歯ぐきをなぞ
る。上の歯ぐきの端から端（舌先の
届く範囲でいい）をなぞったら、下
の歯ぐきも同様に行い、２秒程度か
けて舌先をグルリと１周させる。 

図２　保湿剤とマッサージグッズ

舌
回
し
運
動

こども歯の保健教室こども歯の保健教室

日　時

持ち物
参加費
申込先

利根歯科診療所 7月  7日㈯ 13:20～16:00
生協みなかみ歯科 8月18日㈯ 14:00～15:30
歯ブラシ(利根歯科診療所のみ)
500円　お土産あります
各職場へ申込を！

利根歯科診療所  24-9418
生協みなかみ歯科  25-3399

6月30日 ※定員24人
8月　6日

「あー」と口を
　大きく開く

「いー」と口を
大きく横に開く

「うー」と口を
強く前に突き
出す

「べー」と舌を
突き出して下
に伸ばす

あいうべ体操 お口のリラックスには
あいうべ体操が効果的！

①〜④を１セットとし、１日３０セットを目安に続けてみて下さい。
声は出しても出さなくても良いです。なるべく大きく口を動かしましょう！
（大きく開けると顎が痛い人は、「いー」「うー」体操のみでも効果はあります。）

毎日

やろう！

① ② ③ ④

締切
締切

図１

＊
俳
句
（
当
季
雑
詠
）・
短
歌
・
川
柳
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

毎
月15

日
頃
締
切
。

　
　
　
　
　

利
根
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」
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